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我々は素材そのものをセンサ化し、素材が触られることによって生じる変化をワイ
ヤレスで読み取ることで触覚を知覚する次世代触覚センサ「FabSense」の事業化
に向けた開発・検討を行う。本触覚センサの最大の特徴は、型成形可能な素材そ
のものを触覚センサ化できる点と製造した触覚センサが元となる素材の性質を引
き継ぐ点である。型成形という既存の製造プロセスを流用できるため大量生産が
容易であり、センサ形状の自由度が高いため、身の周りに存在する大量生産され
ている様々な製品に触覚機能を比較的容易に組み込むことが可能である。

START 大学・エコシステム推進型 大学推進型 （2024年3月時点）

研究代表者： 筑波大学大学院 情報学学位プログラム 皆川 達也

今後の事業化に向けた活動予定

活動計画（申請時）

・触覚センサの静特性のライブラリ化
・触覚センサの大規模化
・ヒヤリングによる市場調査

活動結果と成果（終了後）

・触覚センシングモジュールの開発
・多点計測モジュールの開発
・センサ素材の試作開発(右図)
・想定応用例の開発(ロボットハンド)
・起業：FabSense株式会社 設立(2024年2月)

開発した触覚センサモジュール
を市場へ販売し、受託開発・
自社製品の開発につなげる。
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